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質
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地方創生について考える

P2：12月定例会
P3：常任委員会報告　
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P16：ふるさと探訪

第2高畑山からみた串間市中心市街地

2014 年 7月にオープンした
「港の駅いままち」。いままち
で美味いもん見つけませんか？



一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

1
1
8
億
2
7
7
1
万
9
千
円
に・・

　

平
成
26
年
12
月
定
例
会
が
11
月
25
日

か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
に
関
す
る
2

件
、
9
月
定
例
会
に
於
い
て
継
続
審
査

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
平
成
25
年
度
決

算
認
定
13
件
、
一
般
会
計
他
特
別
会
計

の
補
正
予
算
21
件
・
条
例
改
正
8
件
・

そ
の
他
8
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
定
例
会
は
12
名
の
議

員
が
市
長
等
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
請
願
2
件
・
陳
情
2
件
の

審
議
を
行
い
、
議
員
発
議
に
よ
る
議
案

2
件
を
上
程
し
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

平成26年度一般会計補正予算

118億2,771万9千円に
1億5,418万4千円を増額

議
案
5
件
、
請
願
1
件

◎
議
案
第
86
号
　
平
成
26
年
度
串
間
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

・
歳
入　

立
木
売
払
収
入
に
つ
い
て

・
歳
入　

「
が
ん
ば
っ
ど
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
」
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
歳
出　

消
防
費
、
光
熱
水
費
に
つ

い
て

◎
議
案
第
89
号
　
平
成
26
年
度
串
間
市

民
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

・
光
熱
水
費
3
3
8
万
9
0
0
0
円

補
正
予
算
計
上

・
債
務
負
担
行
為　

給
食
調
理
業
務

委
託
1
億
8
2
6
9
万
6
0
0
0

円
、
医
事
業
務
委
託
7
6
7
1

	

万
5
0
0
0
円

◎
議
案
第
96
号
　
串
間
市
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◎
議
案
第
97
号
　
串
間
市
選
挙
公
報
に

関
す
る
条
例

◎
議
案
第
1
0
6
号
　
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

以
上
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。

◎
請
願
第
7
号
　
「
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
」
の
閣
議
決
定
見
直
し
に

つ
い
て
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

書
に
つ
い
て

　

以
上
1
件
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
に

よ
り
不
採
択
と
な
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
議
案
14
件
、
陳
情
1
件
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
請
願
1

件
の
計
16
件
に
つ
き
ま
し
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
86
号
　
平
成
26
年
度
串
間
市

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
分
割
付
託

を
受
け
た
関
係
部
分
に
つ
い
て

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た

が
、
福
島
高
等
学
校
支
援
事
業
と
し

て
、
福
島
高
等
学
校
の
存
続
に
向
け
て

支
援
事
業
の
予
算
を
増
額
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
中
心
と
な
る
支
援
策
を
行
う

と
と
も
に
、
積
極
的
な
P
R
活
動
を
行

う
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
1
0
2
号
　
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
種
々
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
選
定

さ
れ
た
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
図

書
館
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
な
自
主
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
議
案
87
号
、
98
号
、

1
0
1
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可

決
。
議
案
73
号
、
74
号
、
75
号
、
81

号
、
82
号
、
88
号
、
95
号
、
99
号
、

1
0
0
号
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
12
号
国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

は
、
市
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
双
方
が
医
療
費
適
正
化
及
び
医
療
費

削
減
に
努
め
、
可
能
な
限
り
国
民
健
康

保
険
税
を
引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
な

常任委員会　活動リポート
常任委員会は、議案の審査だけでなく、

市民生活に深く関わることについて調査研究を行っています。

最近の活動内容をご紹介します。

A C T I V I T Y  R E P O R T

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12月
定例会

　平成 26 年 11 月吉日、串間市の市制施行 60 周年を記念し、姉妹都市である高鍋町から寄贈されました。
　タカナベカイドウは、バラ科リンゴ属で、3 月中旬～下旬に 3 センチメートルほどの、淡いピンク色の花を咲
かせます。霧島えびのにある国の天然記念物「ノカイドウ」や「ズミ」の仲間とも異なる高鍋町特有の「カイド
ウ」です。高鍋町と串間市が姉妹都市として友好をさらに深め、将来に向けた新たなスタートを記念するシンボ
ルとして大切に育てます。

寄贈　高鍋町「タカナベカイドウ」
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ど
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
に
よ
り
陳
情
者
の
願
意
を
了
と

し
て
採
択
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
73
号
　
平
成
26
年
度
串
間
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）中
分
割

付
託
を
受
け
た
関
係
部
分
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
が
、

議
案
を
提
出
し
た
以
上
は
、
各
課
が
内

容
を
把
握
し
適
切
な
説
明
を
す
べ
き
と

の
強
い
意
見
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
86
号
平
成
26
年
度
串
間
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）中
分
割

付
託
を
受
け
た
関
係
部
分
に
つ
い
て

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
原

案
可
決
致
し
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
商
工
業
振
興

費
」
に
お
い
て
、
小
規
模
事
業
者
融
資

等
保
証
料
に
係
る
事
業
補
助
を
増
額
補

正
し
て
い
る
が
、
事
業
効
果
の
検
証
が

不
十
分
で
あ
り
、
適
切
に
把
握
し
拡
充

を
含
め
検
討
す
べ
き
あ
る
。「
都
市
計

画
総
務
費
」
に
お
い
て
旧
吉
松
家
周
辺

整
備
事
業
の
測
量
設
計
委
託
料
を
、
道

の
駅
構
想
や
周
辺
環
境
の
変
化
を
理
由

に
複
合
施
設
用
地
購
入
費
と
補
償
金
に

組
み
替
え
て
お
り
、
計
画
が
不
透
明
な

状
況
で
の
執
行
は
不
適
切
で
あ
り
、
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
納
得
で

き
る
よ
う
な
説
明
を
果
た
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に

弾
力
的
に
検
討
、
市
民
の
意
見
を
広
く

取
り
入
れ
充
実
し
た
意
見
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◎
議
案
第
77
号
◎
議
案
第
78
号
◎
議
案

第
79
号
◎
議
案
第
80
号
◎
議
案
第
90

号
◎
議
案
第
91
号
◎
議
案
第
92
号
◎

議
案
第
93
号
◎
議
案
第
94
号
◎
議
案

第
1
0
3
号
◎
議
案
第
1
0
4
号
◎

議
案
第
1
0
5
号

　

以
上
12
件
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

◎
陳
情
第
11
号
旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル

購
入
と
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

採
択
と
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長　

瀬
尾　

俊
郎

　

本
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
平
成
26

年
9
月
16
日
設
置
以
来
、
3
分
科
会
に

分
か
れ
、
予
算
執
行
が
議
決
の
趣
旨
目

的
に
沿
っ
て
い
る
か
、
初
期
の
目
的
が

達
成
さ
れ
た
か
、
審
査
方
針
に
留
意
し

慎
重
に
審
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

認
定
第
1
号
か
ら
認
定
13
号
ま
で
の

13
件
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
・

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
構
造
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
額

が
4
億
4
8
8
1
万
5
8
2
9
円
で
、

自
主
財
源
が
23
・
1
％
、
依
存
財
源
が

76
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
の
滞
納
繰
越
分
に
つ
い

て
、
公
平
公
正
の
原
則
か
ら
収
納
率
の

向
上
に
努
め
る
べ
き
。

　

生
活
保
護
費
に
つ
い
て
、
受
給
者
も

年
々
増
加
傾
向
と
の
こ
と
で
あ
る
、
不

正
受
給
の
な
い
よ
う
受
給
条
件
等
の
確

認
・
精
査
を
適
宜
行
う
べ
き
。

　

文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、
前
回
の
報
告
書
に
対
し
十
分
に
精

査
を
す
る
よ
う
に
指
摘
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
決
算
書
中
の
項
目
に
不
適
切

な
表
記
が
あ
り
、
資
料
の
訂
正
が
生
じ

た
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う

に
管
理
指
導
を
徹
底
す
べ
き
。

　

運
営
費
補
助
金
・
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
、
毎
年
の
指
摘
で
あ
る
が
、
事

業
実
施
後
の
処
理
方
法
が
ゼ
ロ
精
算
・

繰
越
返
還
な
ど
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
、
事
業
実
施
後
の
補
助
金
の
取
り
扱

い
に
関
し
て
は
、
事
業
ご
と
に
補
助
金

交
付
要
綱
・
基
準
等
を
見
直
し
、
庁
内

で
統
一
さ
れ
た
基
準
を
設
け
る
べ
き
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
不
要
額
が
多

く
、
流
用
及
び
充
用
も
み
ら
れ
る
状
況

で
あ
る
毎
回
指
摘
し
て
い
る
事
項
で
あ

る
の
で
、
予
算
編
成
時
の
積
算
及
び
審

査
を
徹
底
す
べ
き
と
の
意
見
、
指
摘
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

事　業

小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設

に
つ
い
て

　

小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設
は
、黒
井・

樋
口・
居
城
田
・
上
大
矢
取
・
三
ヶ
平
・
三

幸
ヶ
野・奈
留
の
７
カ
所
あ
り
ま
す
が
、長

年
に
わ
た
り
自
主
管
理
運
営
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。上
水
道・簡
易
水
道
の
整
備

が
さ
れ
て
い
る
所
は
、市
の
相
当
な
負
担

が
あ
り
ま
す
。私
は
一
世
帯
当
た
り
の
市

の
負
担
を
算
出
し
、一
般
質
問
等
を
通
じ

て
、公
平
公
正
の
行
政
執
行
を
す
べ
き
で

あ
る
と
長
年
に
わ
た
り
く
ど
く
議
論
し

た
結
果
、市
長
の
英
断
に
よ
り
平
成
23
年

3
月
31
日
に
小
規
模
施
設
に
対
し
補
助

金
交
付
要
綱
が
公
布
さ
れ
、同
年
4
月
1

日
か
ら
各
施
設
に
補
助
金
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
公
平
で

は
な
い
と
思
い
、今
議
会
に
お
い
て
も
質
問

い
た
し
ま
し
た
。

現
在
の
補
助
金
交
付
状
況
は
。特

に
簡
易
水
道
・
上
下
水
道
と
の
バ
ラ

ン
ス
、す
な
わ
ち
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
と
比
較
し
て
、ど
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
の
か
。

小
規
模
飲
料
水
供
給
事
業
の
実

績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
23
年
度

は
樋
口
1
0
0
万
円
・
宮
原

7
万
9
0
0
0
円
・
居
城
田

12
万
8
0
0
0
円
の
補
助
金
、
24

年
度
は
奈
留
1
0
0
万
円
、
25
年

度
は
上
大
矢
取
50
万
円
・
三
幸
ヶ

野
1
0
0
万
円
・
奈
留
1
0
0
万

円
、
26
年
度
は
居
城
田
1
0
0
万

円
・
黒
井
33
万
8
0
0
0
円
・
奈

留
36
万
2
0
0
0
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
電
気
料
金
等
の

維
持
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

施
設
を
管
理
・
運
営
す
る
者
が
そ

の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
。
今
後
も
さ
ら
に
公
平
公
正

の
行
政
執
行
を
た
て
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

Q

A

門
か ど た

田 国
くにみつ

光 議員

一般質問
市議会議員が市に対して皆さんの生活にか
かわる内容を質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接にかかわる事項につい
て質問をすることで、串間市では今どんなこ
とが行われているか知ることができます。

一
般
質
問
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旧
吉
松
家
実
施
計
画
は
市
民
の
間
で
事

業
効
果
を
疑
問
視
す
る
声
が
多
く
、
合

意
形
成
を
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
計

画
書
配
布
は
議
員
の
み
で
な
く
自
治
会

連
合
会
等
に
も
配
布
す
る
な
ど
、
市
民

に
も
周
知
を
図
る
べ
き
。

一
体
的
な
計
画
が
出
来
た
時
点
で
、

市
民
へ
の
周
知
や
合
意
形
成
が
必
要
と

考
え
る
。

藻
場
再
生
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
お
け
る
評
価

と
課
題
は
。

崎
田
地
区
で
は
適
正
管
理
に
よ
り
、
藻

場
拡
大
・
ウ
ニ
の
品
質
な
ど
一
定
の
評

価
が
で
き
る
。
都
井
地
区
で
は
、
ウ
ニ

採
取
者
の
事
業
参
加
が
な
く
ウ
ニ
駆
除

等
管
理
面
に
問
題
も
あ
り
、
食
害
防

止
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

都
井
岬
再
興
に
つ
い
て

旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
買
収
交
渉
の
進

捗
と
可
能
性
に
つ
い
て
。

現
在
、
交
渉
中
で
重
要
な
局
面
と
な
っ

て
お
り
詳
細
な
答
弁
は
控
え
た
い
。

医
療
費
（
国
保
）
抑
制
策
に
つ
い
て

各
種
検
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
国
保

加
入
者
の
健
診
意
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
が
。

電
話
に
よ
る
勧
奨
、
広
報
誌
活
用
、
事

業
所
訪
問
等
に
よ
り
市
民
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
る
。

児
童
公
園
・
遊
園
の
現
状
に
つ
い
て

本
城
支
所
近
隣
に
あ
っ
た
利
用
度
の
高

い
児
童
遊
園
は
地
区
住
民
に
何
ら
説
明

も
な
く
、
撤
去
さ
れ
た
こ
と
は
住
民
無

視
も
甚
だ
し
く
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
今

後
の
再
設
置
計
画
は
あ
る
の
か
。

今
後
の
設
置
計
画
は
な
い
。

＊
再
設
置
を
望
む
住
民
の
声
が
多
く
、

対
応
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

防
災
士
資
格
取
得
費
補
助
に
つ
い
て

防
災
士
の
活
動
が
今
後
さ
ら
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
有
効
な
提
案
と
し
て

検
討
す
る
。

（
参
考
／
市
内
の
防
災
士
30
名
）

他
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
老
朽
化
対
策

・
市
職
員
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

防　災市　政

一般質問

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

27
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

私
た
ち
が
11
月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
。「
串
間
市
が
力
を
入
れ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
」
の
第
1
位
は
国
保
税
・

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
、
第
2
位
が
働

く
場
の
確
保
、
第
3
位
が
子
育
て
支
援
、

第
4
位
が
高
齢
者
・
障
害
者
対
策
、
第
5

位
が
市
民
病
院
の
充
実
、
第
6
位
が
防
災・

減
災
対
策
と
な
って
い
ま
す
。
市
民
の
願
い

に
応
え
、
予
算
編
成
に
ど
う
取
り
組
み
ま

す
か
？

国
保
税
・
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ
！

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
す
ぎ
る
国

保
税
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
」
が
80
％

で
す
。
25
年
度
決
算
で
は
国
保
会
計
は

1
億
7
8
5
9
万
円
、
介
護
保
険
は

6
0
8
6
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
願
い
に
応
え
、
引
き
下
げ

を
実
施
す
べ
き
で
す
。
市
長
は
「
値
下
げ

は
厳
し
い
」「
介
護
基
金
は
活
用
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
と
保
育
料
軽
減
に

つ
い
て
は
「
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

総
合
的
な
観
点
か
ら
取
り
組
む
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

中
学
校
1
校
再
編
は
再
検
討
を
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
賛
成
32・5
％
、

反
対
21・2
％
、再
検
討
27・7
％
で
す
。「
そ

の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

赤
字
の
串
間
温
泉
「
返
上
」
に
つ
い
て
。

　

2
年
間
で
3
4
3
7
万
円
の
赤
字
。

指
定
管
理
者
の
「
返
上
」
の
申
し
出
が

さ
れ
た
。
市
の
責
任
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
。「
新
し
い
指
定
管
理
者
の
公

募
や
譲
渡
等
も
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

　

米
価
暴
落
と
対
策
に
つい
て
質
問
、「
販

売
実
績
で
は
30
キ
ロ

グ
ラ
ム

当
た
り
5
7
0
0
円

程
度
の
実
績
、
価
格
は
不
透
明
、
飼
料
用

米
等
へ
の
誘
導
を
進
め
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

Q

QQQ

QQQ A

AAA

AA

児
こ だ ま

玉 征
まさたけ

威 議員

道
の
駅
構
想
・

旧
吉
松
家
住
宅
周
辺
活
性
化

実
施
計
画
に
つ
い
て

事　業

実
じっとう

藤 賢
け ん じ

次 議員

一般質問

串
間
温
泉
指
定
管
理
者

に
つ
い
て

事　業
「
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
」の
指
定
管

理
の
取
り
消
し
の
申
し
出
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

「
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
」の
指
定
管

理
者
に
よ
る
指
定
取
り
消
し
の
申
し

出
に
つ
き
ま
し
て
は
、指
定
期
間
半
ば

の
申
し
出
で
あ
り
、た
い
へ
ん
遺
憾
に

思
っ
て
お
り
、ま
た
、市
と
し
て
も
責

任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。今
後
、利
用
者
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
な
い
よ
う
配
慮
に
務
め
ま
す

と
と
も
に
、新
た
な
指
定
管
理
者
を

速
や
か
に
選
定
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

「
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
」の
維
持
管

理
等
に
支
出
し
た
経
費
に
つ
い
て
、前

指
定
管
理
期
間
と
現
在
の
指
定
管

理
期
間
に
分
け
て
伺
い
た
い
。

「
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
」の
維
持

管
理
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、前

指
定
管
理
者
の
平
成
21
年
度
か

ら
23
年
度
の
3
カ
年
の
決
算
額
合

計
が
7
7
4
3
万
3
7
2
8
円
、

現
在
の
指
定
管
理
者
の
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は

9
6
4
9
万
9
9
5
円
と
な
っ
て
お

り
、い
ず
れ
も
施
設
及
び
設
備
の
保

守
管
理・修
繕
及
び
改
修
工
事
の
経

費
で
あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
平
成
24

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、休
館
時
に

お
け
る
基
幹
改
修
の
経
費
と
し
て

3
8
0
5
万
5
7
9
0
円
、回
数
券

等
へ
の
補
助
に
1
3
8
万
1
4
1
7

円
を
支
出
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、平
成
26
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
補
正
を
含
め
た
予

算
現
額
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。な

お
、回
数
券
等
の
使
用
に
対
す
る
補

助
を
差
し
引
い
た
本
年
度
ま
で
6

カ
年
の
維
持
管
理
経
費
の
平
均
は

2
8
7
5
万
7
0
0
0
円
で
あ
り

ま
す
。

QQ

今
い ま え

江  猛
たけし

 議員

○
地
方
創
生
に
対
す
る
市
の
対
応

国
の
地
方
創
生
に
対
す
る
市
長
の
考
え

と
そ
の
対
応
は
。

串
間
市
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

「
日
本
版
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
を

活
用
し
て
、
副
市
長
ク
ラ
ス
に
国
家
公
務

員
の
派
遣
を
要
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

派
遣
要
請
を
計
画
す
る
考
え
で
あ
る
。

○
中
心
市
街
地
の
活
性
化

旧
吉
松
家
周
辺
活
性
化
実
施
計
画
は

道
の
駅
建
設
を
含
め
た
中
心
市
街
地
開

発
の
総
合
計
画
と
し
て
見
直
し
が
な
さ

れ
る
の
か
。

予
算
も
含
め
一
つ
の
も
の
と
し
て
計
画

し
て
い
く
。

大
正
ロ
マ
ン
と
鉄
道
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
歴
史
的
背
景
や

文
化
、
風
土
及
び
残
存
す
る
資
源
の
面

か
ら
も
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
議

員
の
考
え
は
会
に
伝
え
る
。

○
環
境
省
関
連
事
業
に
つ
い
て

「
地
球
温
暖
化
対
策
税
」
を
活
用
し
た

環
境
省
の
平
成
27
年
度
事
業
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

事
業
内
容
を
精
査
し
検
討
す
る
。

○
職
員
研
修
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

職
員
に
よ
る
市
営
住
宅
不
正
入
居
問
題

は
結
論
が
出
た
の
か
。

調
査
を
行
い
懲
戒
委
員
会
も
一
度
開
い

た
が
、
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。
12

月
中
に
結
論
を
出
す
。

　
庁
内
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
一
つ
で
あ
る
回

覧
板
の
業
務
目
的
以
外
で
の
使
用
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

11
月
に
業
務
目
的
以
外
で
の
使
用
が

あ
っ
た
。
今
後
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
て
い
く
。

○
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て

毎
回
質
問
し
て
い
る
が
、
市
民
協
働
、

企
業
誘
致
、
定
住
促
進
、
学
校
跡
地

利
用
等
に
係
わ
っ
て
く
る
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
早
急
に
進
め
る
べ
き
。

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
の
で
前
向
き

に
取
り
組
む
。

地
方
創
生
に
対
す
る

市
の
対
応

市　政QQQ

QQQQ

Q

AA

A AAA

AAAA

井
い で

手 明
あ き と

人 議員
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一般質問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市　政
佐
藤
副
市
長
は
串
間
市
の
現
状
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

地
理
的
条
件
も
決
し
て
恵
ま
れ
て
は

い
な
い
。課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

職
員
が
高
い
意
識
を
持
ち
、質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。東
九
州

自
動
車
道
の
整
備
促
進
、道
の
駅
構

想
な
ど
、重
要
な
事
業
も
控
え
て
い

る
た
め
、議
会
と
行
政
市
民
の
皆
様

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
。

串
間
市
歌
の
普
及
に
取
り
組
め
な
い

か
。

現
在
普
及
は
活
発
に
は
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
。市
歌
を
通
し
て
串

間
市
民
と
し
て
の
誇
り
、郷
土
愛
を

育
む
こ
と
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。市
歌
を
歌
う
機
会
を
増
や
す
た

め
、関
係
機
関
に
依
頼
す
る
等
、普
及

に
努
め
る
。

９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た「
子
ど

も
議
会
」に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

引
き
続
き
協
議
し
て
い
る
。

保
護
者
や
住
民
へ
の
進
捗
状
況
の
報

告
を
行
っ
て
い
く
中
で
、教
育
委
員
会

の「
説
明
会
は
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て

い
く
」と
い
う
姿
勢
に
違
和
感
を
覚

え
る
。「
説
明
が
足
り
な
い
」と
い
っ
た

意
見
が
多
か
っ
た
再
編
決
定
前
の
反

省
を
踏
ま
え
、具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
の
広
報
誌
も
特
集
を
組
み
掲
載
し

て
い
く
。ま
た
、丁
寧
に
学
校
別
、地

区
別
の
説
明
会
等
を
開
催
し
て
い
き

た
い
。

あ
く
ま
で
も
一
般
論
と
し
て
、今
後
、

指
定
管
理
者
が
何
ら
か
の
不
祥
事
を

起
こ
し
た
場
合
、市
と
指
定
管
理
者

と
の
間
に
結
ば
れ
る
基
本
協
定
書
に

取
消
し
等
の
罰
則
を
設
け
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、罰
則
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

途
中
撤
退
や
不
祥
事
な
ど
、指
定
管

理
者
の
罰
則
規
定
は
そ
の
内
容
や
程

度
に
応
じ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
条
項

を
設
け
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。

募
集
要
項
や
基
本
協
定
書
の
見
直

し
は
総
務
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

QQQ

QQ

Q

AA

AA A

藻
場
再
生
、水
産
資
源
確
保
で
あ
り

ま
す
が
、藻
場
と
は
水
深
20
ｍ
ま
で
の

ア
マ
モ
や
テ
ン
グ
サ
と
い
っ
た
海
藻
が

密
集
す
る
場
所
で
、魚
貝
類
の
餌
場

や
産
卵
場
、稚
魚
保
育
の
場
な
ど
の

機
能
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
ま

す
。ア
マ
モ
や
ガ
ラ
モ
、ア
ラ
メ
の
藻
場

は
1
9
7
6
年
と
比
べ
る
と
5
分
の

1
、テ
ン
グ
サ
な
ど
の
小
型
海
藻
は

2
分
の
1
に
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
水
産
事
業
の
支

援
で
藻
場
の
減
少
を
食
い
止
め
、回

復
を
図
り
う
る
の
か
？　

私
は
通
り

一
辺
の
事
業
支
援
で
は
だ
め
だ
と
思

い
ま
す
が
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

水
産
業
の
振
興
を
図
り
、魚
貝
類
の
餌

場
や
産
卵
場
と
な
る
藻
場
の
再
生
に

取
り
組
み
、漁
業
者
の
所
得
向
上
に
支

援
事
業
の
充
実
を
図
って
い
き
た
い
。

道
徳
教
育
が
教
科
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。授
業
時
間
数
は
現
状

で
、教
科
書
が
使
わ
れ
、評
価
も
し
て

い
く
よ
う
で
あ
り
ま
す
。教
科
化
が
実

現
す
れ
ば
い
じ
め
が
な
く
な
る
と
い
う

考
え
は
早
計
だ
と
思
い
ま
す
。先
生
は

評
価
に
追
わ
れ
る
の
で
は
と
危
惧
い
た

し
ま
す
。一
人
の
子
供
を
評
価
す
る

の
は
並
大
抵
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

道
徳
と
い
じ
め
問
題
は
規
範
意
識
が

豊
か
な
人
間
性
は
本
来
教
え
込
む
も

の
で
は
な
く
、子
供
た
ち
が
学
校
や
家

庭
で
の
生
活
を
通
じ
て
自
ら
身
に
付

け
広
げ
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
ま
す

が
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

道
徳
教
育
が
教
科
化
し
特
定
の
価

値
観
を
子
供
た
ち
に
押
し
付
け
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。先
生
方
が

評
価
に
追
わ
れ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

本
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
。

•	

幸
島
観
光
案
内
板
設
置
と
記
念

碑
に
つ
い
て
。

•	

市
木
港
の
保
全
と
整
備
事
業
に
つ

い
て
。

藻
場
再
生
と

水
産
資
源
確
保
に
つ
い
て

事　業Q

Q

Q A

A

木
き し ろ

代 誠
せいいちろう

一郎 議員

山
やまぐち

口 直
なおつぐ

嗣 議員

本
年
5
月
に
日
本
創
成
会
議
が
発
表

し
た
、「
地
方
消
滅
」
論
が
各
界
に

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
串
間
市
も
消

滅
可
能
性
の
高
い
自
治
体
に
入
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
人
口
減
少
対

策
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
当
市
の
出

生
率
は
県
内
ト
ッ
プ
1
・
96
で
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
が
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
若
い
世
代
の
人
口
が

少
な
い
た
め
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
止
め
る
に
は
、
若
者
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す
施
策
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
の
子
育
て
支
援
、
つ
ま
り
子
ど

も
の
医
療
費
、
保
育
料
、
給
食
費
な

ど
子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
無
料
化
、

又
は
拡
充
。
次
に
、
働
く
場
の
創
設

と
し
て
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
の
後
継
者
対
策
、
具
体
的

に
は
3
～
5
年
学
び
な
が
ら
収
入
を

得
ら
れ
る
学
校
の
創
設
、
次
に
定
住

化
施
策
と
し
て
空
き
家
条
例
を
制
定

し
、
市
内
の
空
き
家
を
売
買
・
賃
貸

物
件
と
整
備
し
若
者
に
安
く
提
供
す

る
。
次
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整

備
し
、
徳
島
県
神
山
町
の
よ
う
に
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
誘
致
を
促
進
す
る

な
ど
の
各
種
施
策
を
融
合
し
、
若
者

や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
こ
と
が
人

口
減
少
対
策
と
串
間
市
の
地
方
創
生

に
な
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
か
れ
る
の
か
。

串
間
市
に
と
っ
て
人
口
減
少
問
題
は

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。
国
県

の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
素
早
く
対

応
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
の
可
能
性
、
旧
吉
松
家
活
性
化
事

業
と
道
の
駅
構
想
の
一
本
化
に
つい
て
、
旧

都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
買
収
の
状
況
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
主
防
災
組
織
と
災
害
時

の
高
齢
者
等
要
配
慮
者
の
対
応
に
つ
い
て

な
ど
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

一般質問

串
間
市
の

地
方
創
生
に
つ
い
て

市　政Q

A

市
長
の
政
治
姿
勢
、

平
成
27
年
度
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て

市　政
市
長
の
政
治
姿
勢
、
平
成
27
年
度
予

算
編
成
方
針
に
地
方
創
生
を
ど
う
生
か

さ
れ
る
の
か
。

全
庁
的
に
「
地
方
創
生
対
策
」
を
協

議
す
る
推
進
委
員
会
を
設
置
し
検
討

す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
操
業
開
始
が

平
成
27
年
度
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

何
も
出
来
て
い
な
い
が
。

九
電
の
系
統
連
携
契
約
の
中
断
や
補
助

金
交
付
決
定
の
遅
れ
な
ど
で
後
年
度
に

ず
れ
込
む
よ
う
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
今
年
か
ら
額
に
応

じ
、
本
市
特
産
品
を
送
る
制
度
を
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

本
年
度
は
こ
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
件
数
・
金
額
と
も
大
幅
に
増
え
、

今
後
特
産
品
の
多
品
目
化
に
向
け
た

予
算
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

道
の
駅
構
想
と
旧
吉
松
家
周
辺
活
性

化
計
画
の
見
直
し
、
ま
た
、
ホ
タ
ル
舞

う
大
島
堰
水
路
改
修
は
。

今
後
、
一
体
的
な
中
心
市
街
地
ま
ち
づ

く
り
構
想
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

平
成
28
年
度
か
ら
本
格
導
入
さ
れ
る
人

事
評
価
制
度
、
こ
の
法
律
の
一
部
改

正
（
地
方
公
務
員
法
）
に
よ
り
給
与
等

の
職
員
の
処
遇
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

本
市
は
人
事
評
価
制
度
は
平
成
21
年

度
か
ら
導
入
し
、
そ
の
体
制
づ
く
り
を

実
施
し
て
い
る
。

通
学
路
安
全
対
策
と
運
動
公
園
内
の

外
灯
の
増
設
、
外
灯
の
夜
間
点
灯
の
延

長
に
つ
い
て
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は
本
年
7
月
に
結

成
さ
れ
た
「
串
間
市
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
で

安
全
確
保
を
図
って
い
く
。
運
動
公
園
内

の
外
灯
問
題
に
つい
て
は
検
討
し
た
い
。

企
業
立
地
促
進
条
例
の
優
遇
策
に
地

元
企
業
、
起
業
者
へ
の
条
件
整
備
は
で

き
な
い
か
。

市
外
の
誘
致
企
業
が
対
象
に
な
っ
て
お

り
見
直
し
た
い
。

新
規
就
農
者
対
策
と
六
次
化
の
取
り
組

み
は
。

市
内
各
地
に
見
ら
れ
る
耕
作
放
棄
地
の

解
決
策
に
生
か
し
、
中
山
間
地
の
活
力

に
し
た
い
。

Q

QQ Q

QQQ

Q

A

AA AA

AAA

武
た け だ

田 浩
こういち

一 議員

中
なかむら

村 利
としはる

春 議員
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当
市
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
現
況

と
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

（
一
）	

耕
畜
連
携
と
か
ん
し
ょ
土
づ
く

り
対
策
は

（
二
）	

和
牛
改
良
生
産
と
肥
育
牛
導

入
対
策
及
び
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
つ
い
て

（
三
）	

酪
農
政
策
と
後
継
者
育
成
に
つ

い
て

（
四
）	

公
共
施
設
へ
の
地
元
ス
ギ
材
利

用
に
つ
い
て

（
五
）	

水
産
業
に
お
け
る
養
殖
事
業
の

展
開

全
国
、さ
ら
に
は
海
外
に
信
頼
さ
れ
る

産
地
づ
く
り
を
進
め
、引
き
続
き
生

産
基
盤
の
維
持・強
化
を
図
り
ま
す
。

観
光
行
政
と
近
畿
大
学
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
商
品
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

本
年
4
月
に
串
間
エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
を
設
立
、各
関
係
機
関
と

連
携
し
観
光
振
興
に
務
め
ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
策
及
び
人
材
育
成

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
は
。

日
頃
か
ら
危
機
管
理
意
識
を
持
つ
こ

と
、ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

に
務
め
ま
す
。

福
島
高
等
学
校
の
存
続
へ
の
地
域
連

携
は
。

中
高
一貫
教
育
を
推
進
し
、地
域
及
び

県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

医
療
事
故
調
査
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
高
額
医
療
申
請
に
つ
い
て
。

こ
の
制
度
の
施
行
は
平
成
27
年
10
月

1
日
と
な
って
い
ま
す
。今
後
も
引
き

続
き
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

福
祉
高
齢
者
及
び
低
所
得
者
の
支

援
策
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

引
き
続
き
各
種
の
支
援
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

大
束
地
区
忠
霊
塔
交
差
点
で
の
信

号
機
設
置
に
つ
い
て
及
び
大
束
駅
～

小
山
間
の
赤
色
灯
点
滅
設
置
は
。

関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て

事　業
串
間
市
中
学
校
新
設
校
施
設
整
備
事
業

の
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
福
中

の
生
徒
5
名
と
な
っ
て
い
る
が
、各
学
校

の
生
徒
の
意
見
を
聞
く
の
が
妥
当
で
は
。

広
く
意
見
を
吸
い
上
げ
施
設
整
備
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

い
こ
い
の
里
は
本
来
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
の
検
討
も
必
要
で
は
。

利
用
料
金
制
で
公
募
す
る
が
不
安
材

料
は
あ
る
。同
時
並
行
で
考
え
て
い
く
。

専
門
家
の
分
析
に
よ
り
改
善
点
等
を
明

確
に
し
て
公
募
す
る
。

結
婚
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
情
報
発

信
事
業
の
内
容
は
。

県
が
新
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。（
質

問
後
、市
の
H
P
か
ら
接
続
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
）

県
道
都
城
・
串
間
線
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

道
路
と
し
て
整
備
を
県
に
要
望
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
早
期
整
備
を
今

年
度
か
ら
要
望
す
る
。

麦
の
産
地
化
計
画
の
進
捗
状
況
と
27

年
度
の
農
業
振
興
の
取
組
は
。

実
証
試
験
は
甘
藷
再
生
協
議
会
が
主

体
。販
路
は
来
年
の
収
穫
ま
で
に
製
粉

や
味
噌
製
造
業
者
と
連
携
体
制
を
検

討
。次
年
度
は
規
模
を
拡
大
し
産
地
化

を
目
指
す
。平
成
27
年
度
は
、人・農
地

プ
ラ
ン
や
農
地
中
間
事
業
に
よ
り
農
地

利
用
集
積
を
推
進
、担
い
手
や
集
落
営

農
組
織
の
育
成
支
援
、農
業
機
械
施
設

等
の
導
入
な
ど
基
盤
強
化
を
検
討
。ま

た
6
次
産
業
推
進
や
金
柑
の
優
良
品

種
の
生
産
拡
大
を
図
る
。

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
27
年
度
の
国
・
県

の
事
業
導
入
計
画
は
。

国
県
の
補
助
金
は
、緊
急
雇
用
創
出
関

係
の
継
続
を
一
部
予
定
。新
た
に
は
地

方
創
生
事
業
を
視
野
に
可
能
な
限
り

対
応
す
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
に
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
近
畿
大
学
足
立
教
授
と
の

緊
密
な
協
議
が
必
要
。ま
た
市
長
は
足

立
教
授
と
面
談
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
市
長
答
弁
）今
後
の
事
も
あ
る
、機
会

を
捉
え
て
お
会
い
し
た
い
。

（
課
長
答
弁
）ス
ピ
ー
ド
感
の
認
識
に
違

い
が
あ
る
。よ
り
良
い
方
向
に
な
る
よ
う

取
り
組
む
。

QQQ

Q

Q

Q

QQQQ Q

Q

Q QA A

A

AAAA A

A

AAA

A

A

農
林
水
産
業
の
現
況
と

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

農　業

武
た け だ

田 政
まさひで

英 議員

武
た け だ

田 秀
しゅういち

一 議員

一般質問

時
代
に
合
っ
た
行
政
組
織
の
再
編
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
協
働・防
災
行
政
に
対
す
る
住

民
の
関
心・ニ
ー
ズ
が
高
ま
って
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。組
織
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
は
今
後
熟
慮
し
て
ま

い
り
た
い
。

35
人
学
級
見
直
し
に
つ
い
て
の
教
育

長
の
考
え
は
。

35
人
学
級
だ
か
ら
こ
そ
指
導
者
の

目
が
行
き
届
き
、い
じ
め
等
の
早
期

発
見
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
し
、確

か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

の
、個
に
応
じ
た
指
導
の
徹
底
に
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
子
供

の
使
用
に
つ
い
て
。

各
学
校
で
は
授
業
や
参
観
日・懇
談

な
ど
で
子
供
や
保
護
者
に
対
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
モ

ラ
ル
な
ど
、情
報
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
、現
状
を
把
握
し
な
が
ら

指
導・支
援
を
し
て
い
く
。

防
災
士
の
資
格
取
得
の
推
進
に
つ
い

て
。

防
災
士
の
活
動
が
地
域
防
災
に
とって

非
常
に
重
要
な
位
置
付
け
と
なって
き

て
い
る
。市
職
員
や
市
民
に
資
格
取
得

の
普
及
啓
発
を
行
って
い
き
た
い
。

烏
帽
子
野
白
坂
線
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
。

幅
員
狭
小
の
路
線
で
あ
り
、改
良
工

事
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。現

在
取
り
組
ん
で
い
る
他
事
業
と
の
調

整
や
財
源
的
な
条
件
を
整
理
し
な

が
ら
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
と
し
て
三
世
代
同
居
・

近
居
へ
の
推
進
は
。

国
で
は
シ
ニ
ア
世
代
の
協
力
を
得
て
、

社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
と
地

域
活
性
化
を
図
る
方
針
で
あ
る
。本

市
で
も
対
応
可
能
な
も
の
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

行
政
組
織
体
制
の

強
化
に
つ
い
て

行　政Q

Q QQ

QQ A

AA A

AA

請
願
・
陳
情

請
願
＝
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
議
長
が
受
理
し
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。
議
会

最
終
日
に
各
常
任
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
、

採
択
・
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

陳
情
＝
市
議
会
議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
請
願
と
同
じ
で
す
。

 英
はなぶさ

  聡
さ と こ

子 議員

請願陳情審査報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成 26 年第 5 回串間市議会（12 月定例会）

種別番号 受理年月日 件　　名 請願陳情者の住所氏名 審査結果

請願第５号
平成26年

6月2日

国民健康保険税の

引き下げを求める請願書

串間市大字西方13938

新日本婦人の会串間支部

野辺　まり子　外826名

不採択

請願第７号
平成26年

11月20日

「集団的自衛権の行使容認」

の閣議決定見直しについて

意見書を求める請願書

宮崎市郡司分5227-34

藤原　宏志　外5名
不採択

陳情第11号
平成26年

11月18日

旧都井岬観光ホテルの

早急な買取りと

観光振興について

串間市大字西方5657

串間商工会議所会頭

矢野　貞次　外5名

採　択

陳情第12号
平成26年

11月27日

国民健康保険税の

引き下げを求める陳情書

串間市大字西方13938

新日本婦人の会串間支部

野辺　まり子　外225名

採　択
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議
員
提
出
議
案
第
24
号

議
案
第
86
号
平
成
26
年
度
串
間

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

に
対
す
る
付
帯
決
議

提 

出 

者　

串
間
市
議
会
議
員　
　

 　

門 

田　

国 

光

賛 

成 

者　

串
間
市
議
会
議
員　
　

 　

井 

手　

明 

人

　

〃　
　
　
　
　

〃　
　

中 

村　

利 

春

　

 

〃　
　
　
　
　

〃　
　

 　
　

 　
　

武 

田　

浩 

一

　「
議
案
第
86
号
平
成
26
年
度
串
間
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）
に
対
す
る

付
帯
決
議
に
対
す
る
、
提
案
理
由
」

　

今
補
正
予
算
と
し
て
旧
吉
松
家
住
宅

周
辺
整
備
事
業
関
連
予
算
が
提
出
さ
れ

て
い
る
、
第
7
款
土
木
費　

第
5
項
都

市
計
画
費　

第
1
目
都
市
計
画
総
務
費

中
、
第
13
節
委
託
料
で
旧
吉
松
家
住
宅

周
辺
整
備
事
業
の
測
量
設
計
委
託
料

1
0
9
0
万
8
千
円
を
減
額
し
、
第

17
節
公
有
財
産
購
入
費
で
土
地
購
入
費

1
0
4
2
万
8
千
円
及
び
第
22
節
補

償
補
填
及
び
賠
償
金
で
補
償
金
と
し
て

48
万
円
を
組
み
換
え
補
正
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
測
量
設
計
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
9
月
議
会
に
お
い
て
、

1
5
0
0
万
円
を
追
加
補
正
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
計
画
に
一
貫
性
が
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

旧
吉
松
家
住
宅
周
辺
（
仲
町
通
り
等
）

活
性
化
実
施
計
画
で
は
、【
住
む
人
と

訪
れ
る
人
が
ふ
れ
あ
う
に
ぎ
わ
い
と
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
】
～
大
正
ロ
マ
ン

と
鉄
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
と

称
し
て
、
旧
吉
松
家
住
宅
を
中
心
と
し

た
周
辺
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
を
中
心
に
地
元
の
ま
ち
づ
く
り

の
機
運
が
高
ま
っ
た
も
の
で
、
大
変
喜

ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
当
局
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
や
一
般

質
問
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
本
計
画
の

実
効
性
、「
道
の
駅
」
構
想
と
の
整
合

性
等
を
含
め
、
検
討
す
べ
き
課
題
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
当
局
に
あ
っ
て

は
、
都
市
計
画
総
務
費
の
土
地
購
入
費

等
の
節
の
組
み
替
え
の
執
行
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
再
検
討
し
、
住

民
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
の

間
、
執
行
を
留
保
す
る
よ
う
、
強
く
決

議
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
提
出
議
案
第
25
号

「
山
村
振
興
法
」
の
延
長
及
び
地

域
林
業
・
地
域
振
興
の
確
立
に
向

け
た
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書

提　

出　

者　

串
間
市
議
会
議
員　
　

瀬 

尾　

俊 

郎

賛　

成　

者　

串
間
市
議
会
議
員
14
名

「
提
出
先
」

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

　

山
村
に
お
け
る
経
済
力
と
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
格
差

の
是
正
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
40
年
に

「
山
村
振
興
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
国
の
政
策
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

い
ま
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
地
方
創
生
は
山
村
地
域
の
活

性
化
な
し
に
は
達
成
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
山
村
振
興
法
」
が
平
成

27
年
3
月
末
で
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
国
に
お
い
て
は
、
山
村
地
域
の
現

状
及
び
そ
の
果
た
す
役
割
を
踏
ま
え
、

法
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
を
、
強
く

要
望
す
る
。

25
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
の

反
対
討
論

　

自
治
体
の
仕
事
は「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
」で
す
。

一
般
会
計　

4
億
4
8
8
1
万
円
の
黒

字
。串
間
温
泉
や
文
化
会
館
の
選
定
で
は
、

公
正・公
平
で
な
い
と
市
民
の
批
判
が
起

こ
り
ま
し
た
。串
間
温
泉
は
3
4
3
7
万

円
の
赤
字
。指
定
管
理
者
返
上
の
申
し
出

が
さ
れ
て
い
ま
す
。都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
や
旧
吉
松
家
も
大
幅
な
赤
字
で
す
。

一
方
、固
定
資
産
税
は
高
い
超
過
税
率
。

ゴ
ミ
袋
手
数
料
は
千
数
百
万
円
の
黒
字
で

す
。市
民
の
暮
ら
し
は
深
刻
で
す
。税
金
の

使
い
方
を
市
民
の
暮
ら
し
優
先
に
改
め
る

べ
き
で
す
。

国
保
会
計　

1
億
7
8
5
9
万
円
の
黒

字
、基
金
残
高
も
1
億
1
3
7
8
万
円
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
8
割
が
引
き
下
げ

を
願
って
い
ま
す
。

水
道
会
計　

3
8
4
7
万
円
の
黒
字
。有

収
率
は
80
％
と
県
内
9
市
で
最
悪
。漏
水

35
万
4
0
0
0
ト
ン
を
金
額
に
換
算
す
る

と
6
9
0
0
万
円
、水
道
の
落
札
率
は
97

～
99
％
と
高
く
、改
善
す
べ
き
で
す

公
共
下
水
会
計　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
起

債
忘
れ
で
3
8
0
0
万
円
の
赤
字
決
算
。

加
入
率
は
56
％
で
毎
年
大
幅
な
赤
字
で

す
。改
善
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
会
計　

6
0
8
6
万
円
の
黒

字
。基
金
は
1
億
2
7
4
1
万
円
。市
民

の
願
い
は
引
き
下
げ
で
す
。

2
0
1
4
年
12
月
議
会

反
対
討
論

一
般
会
計
補
正
予
算　

旧
吉
松
家
周
辺

整
備
計
画
の
複
合
施
設
測
量
設
計
委
託

費
1
0
4
2
万
円
を
組
み
換
え
て
土
地

を
先
行
取
得
す
る
も
の
で
す
。計
画
は「
道

の
駅
」計
画
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら「
見
直

す
」と
言
って
き
ま
し
た
。市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

「
計
画
に
期
待
し
な
い
人
」が
72
％
。土
地

購
入
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

国
保
会
計
補
正
予
算　

国
保
連
合
会
が

返
還
し
た
1
5
4
2
万
円
は
全
額
国
保

世
帯
に
返
還
す
べ
き
で
す
。

国
保
審
議
会
の
定
数
削
減
条
例　

選
出

を
公
募
や
議
員
以
外
に
改
め
る
等
、改
善

す
べ
き
で
す
。

市
木
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
「
赤
字
」で
27
～

29
年
度
で
1
7
1
7
万
円
の
補
助
を
し

ま
す
。図
書
館
は
利
用
料
金
を
と
ら
な
い

社
会
教
育
の
拠
点
施
設
で
す
。ど
ち
ら
も

市
が
運
営
す
べ
き
で
す
。

陳
情
・
請
願　

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
」に
賛
成

16
％
、反
対
50
％
。「
集
団
的
自
衛
権
の

閣
議
決
定
」
撤
回
が
市
民
の
願
い
で

す
。
意
見
書
を
採
択
す
べ
き
で
す
。

　
「
高
く
て
払
え
な
い
国
保
税
を
引
き
下

げ
て
ほ
し
い
」
市
民
8
割
の
声
で
す
。

請
願
・
陳
情
書
は
採
択
す
べ
き
で
す
。

　
「
旧
都
井
岬
ホ
テ
ル
買
収
」　

ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
賛
成
17
％
、
反
対
31
％
、
再
検
討

18
％
と
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
見
直

し
が
必
要
で
す
。

反
対
討
論

議
員
提
出
議
案

平成 26年 11月5日　
産業建設常任委員会による「道の駅むなかた」視察研修

平成 26年 11月20日　　
国際ソロプチミスト串間市支部との意見交換会

活

動

報

告
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議
決
結
果

木
代
誠
一
郎

川
﨑
　
千
穂

武
田
　
秀
一

今
江
　
　
猛

武
田
　
浩
一

実
藤
　
賢
次

英
　
　
聡
子

井
手
　
明
人

中
村
　
利
春

山
口
　
直
嗣

岩
下
　
幸
良

門
田
　
国
光

武
田
　
政
英

児
玉
　
征
威

瀬
尾
　
俊
郎

田
上
　
俊
光

市
長
提
出
議
案

認定第１号平成25年度串間市一般会計歳入歳出決算の
認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

認定第２号平成25年度串間市国民健康保険特別会計
（事業勘定）歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

認定第３号平成25年度串間市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第４号平成25年度串間市民病院事業会計決算の認
定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第５号平成25年度串間市簡易水道特別会計歳入歳
出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第６号平成25年度串間市水道事業会計決算の認定
について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

認定第７号平成25年度串間市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第８号平成25年度串間市公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

認定第９号平成25年度串間市漁業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第10号平成25年度串間市物品特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第11号平成25年度串間市介護保険特別会計
（事業勘定）歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

認定第12号平成25年度串間市介護保険特別会計
（サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

認定第13号平成25年度串間市市木診療所特別会計歳
入歳出決算の認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市
長
提
出
議
案

報告第８号和解及び損害賠償の額の決定についての専決
報告について

終了 − − − − − − − − − − − − − − − −
報告第9号和解及び損害賠償の額の決定についての専決
報告について

終了 − − − − − − − − − − − − − − − −
議案第73号平成26年度串間市一般会計補正予算
（第５号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第74号平成26年度串間市国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第75号平成26年度串間市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第76号平成26年度串間市民病院事業会計補正予算
（第１号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第77号平成26年度串間市簡易水道特別会計補正
予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第78号平成26年度串間市水道事業会計補正予算
（第２号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第79号平成26年度串間市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第80号平成26年度串間市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第81号平成26年度串間市介護保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第82号平成26年度串間市市木診療所特別会計補
正予算（第２号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第83号串間市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第84号串間市市長等の給与に関する条例及び串間
市教育長の給与、勤務時間、その他の勤務条件に関す
る条例の一部を改正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第85号串間市議会の議員の報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第86号平成26年度串間市一般会計補正予算
（第７号）

原案
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第87号平成26年度串間市国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第４号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −
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議案第88号平成26年度串間市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第４号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第89号平成26年度串間市民病院事業会計補正予算
（第２号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第90号平成26年度串間市簡易水道特別会計補正
予算（第４号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第91号平成26年度串間市水道事業会計補正予算
（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第92号平成26年度串間市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第３号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第93号平成26年度串間市公共下水道事業特別会
計補正予算（第４号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第94号平成26年度串間市漁業集落排水事業特別
会計補正予算（第１号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第95号平成26年度串間市介護保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第４号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

議案第96号串間市消防団員等公務災害補償費条例の一
部を改正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第97号串間市選挙公報に関する条例
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第98号串間市国民健康保険条例の一部を改正する
条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第99号串間市指定介護予防支援費等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第100号串間市包括的支援事業の実施に関する基
準を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第１０１号公の施設の指定管理者の指定について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第102号公の施設の指定管理者の指定について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

議案第103号公の施設の指定管理者の指定について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第104号公の施設の指定管理者の指定について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第105号公の施設の指定管理者の指定について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第106号工事請負変更契約の締結について
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第107号固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き議会の同意を求めることについて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第108号固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き議会の同意を求めることについて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第109号平成26年度串間市一般会計補正予算
（第６号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
員
提
出
議
案

議員提出議案第24号議案第86号平成26年度串間市一
般会計補正予算（第７号）に対する付帯決議案の提出に
ついて

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ −

議員提出議案第25号「山村振興法」の延長及び地域林
業・地域振興の確立に向けた施策の拡充を求める意見
書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請
願
・
陳
情

請願第５号国民健康保険税の引き下げを求める請願書
不採
択 × × × × × × × × × × × × × ○ × −

請願第７号「集団的自衛権の行使容認」の閣議決定見
直しについて意見書を求める請願書

不採
択 × × × × × × × × × × × × × ○ × −

陳情第11号旧都井岬観光ホテルの早急な買取りと観光
振興について

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −
陳情第12号国民健康保険税の引き下げを求める陳情書 採択 × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ −
○賛成　　×反対　　−欠席等　−採決なし　　※議長（田上俊光）は採決に加わらないので「−」で表示
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禁止されている寄附（例）
×病気見舞い
×祭りへの寄附や差入れ
×地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差入れ
×結婚祝、香典（政治家本人が結婚披露宴、葬式等

に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用さ
れない場合がある）

×葬式の花輪、供花
×落成式、開店祝の花輪
×町内会の集会や旅行等の催物への寸志や飲食物の

差入れ
×入学祝、卒業祝
×お中元、お歳暮

広 報 委 員 会
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懐かしい景色に出会う　ふるさと探訪　井手　明人

　串間市中心市街から南西に3kmほどの所にある福島港は古くは今町港
といい、曾ては市中央部を貫いて流れる福島川の河口にありました。
　明治時代には阪神方面との定期航路もあり、大河ドラマにもなった宮尾登
美子の小説「天璋院篤姫」や三島由紀夫の小説「潮騒」にも登場するほど
の歴史のある港です。昭和の30年代までは対岸の金谷地区を結ぶ渡し船もあ
り、漁港としての賑わいも相当なものでした。
　現在は大型船舶の利用を可能にするため湾岸の整備や改修が進めら
れ、志布志湾に面した外港部分に移転し、伊勢海老
祭りや花火大会、シーパラダイス串間などのイベント
会場にもなっています。
　福島港のある今町地区はかつて港町として繁栄し、旅
館や商店が軒を並べる串間の中心地でもありましたが、今
でも鄙びた港町の郷愁を誘うような風情が残されています。
　今年７月にオープンした「港の駅いままち」も今町地
区の漁協の一角にあります。新鮮な魚介類や海産物
が満載です。買い物と併せて今町地区を散策されて
はいかがでしょうか。地区内にあるたくさんの「お地蔵さ
ま」も待っていますよ。
　なお、串間市議会では特別委員会を中心に福島港利
活用のための活動を続けています。

福 島 港

編
後
集
記

　議会だよりの発行も 7 回目となりました。市民
一人ひとりと議会・行政の話題提供の手段として
大きく役立っていると感じています。市政におい
て各種の課題解決に向け、方向性を一つにして
日頃より進めていきたいものです。今日地方創生
が言われだして久しいですが、全国的に人口減少
社会へと突入し、特に地方にあっては一層の厳し
さがあります。大都市への一極集中をどうするか
が中心的な考えになっているのではないでしょう

か。地方をどのように活性化して人口増を図るの
かまったく先行き不透明です。であれば今後、地
方、わが串間市はどのように現状を打破すべきか
が問題です。市政 60 周年を迎え、これを出発点
として、市民・行政・議会と三者一体となり、子供・孫・
そして高齢者等、子育ての環境づくり、暮らしの
幸せづくり等、今後とも全てにおいて協働のまち
づくりを進めてまいりましょう。

議会を見学しよう！
　串間市議会では、皆さんの傍聴をお待ちしています。傍聴
をご希望の方は、議会開催日に市庁舎東側 2 階の傍聴席受
付で住所、氏名等を記入の上お入りください。

議員の寄付行為について
政治家からの寄附禁止
　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄
附を行うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を
除いて一切禁止されています。有権者が求めてもいけ
ません。冠婚葬祭における贈答なども寄附になるので、
注意してください。
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